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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第２区分
【発行日】平成29年1月19日(2017.1.19)

【公開番号】特開2016-35321(P2016-35321A)
【公開日】平成28年3月17日(2016.3.17)
【年通号数】公開・登録公報2016-016
【出願番号】特願2014-235334(P2014-235334)
【国際特許分類】
   Ｆ１５Ｂ  21/14     (2006.01)
   Ｆ１５Ｂ  11/08     (2006.01)
   Ｆ１５Ｂ  11/02     (2006.01)
   Ｆ１５Ｂ  11/028    (2006.01)
   Ｅ０２Ｆ   9/22     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ１５Ｂ   21/14     　　　Ｂ
   Ｆ１５Ｂ   21/14     　　　Ａ
   Ｆ１５Ｂ   11/08     　　　Ｃ
   Ｆ１５Ｂ   11/02     　　　Ｃ
   Ｆ１５Ｂ   11/02     　　　Ｘ
   Ｆ１５Ｂ   11/02     　　　Ｖ
   Ｅ０２Ｆ    9/22     　　　Ｋ

【手続補正書】
【提出日】平成28年12月5日(2016.12.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　より具体的には、前記油圧駆動装置が、前記下げ方向に作動する油圧アクチュエータか
ら排出される排出作動油の圧力である排出圧を検出する排出圧検出器と、前記アキュムレ
ータに導入される作動油の圧力であるアキュムレータ圧を検出するアキュムレータ圧検出
器と、をさらに備え、前記速度制御部は、前記排出圧と前記アキュムレータ圧との差によ
り求められる前記アキュムレータ導入流量を前記目標導入流量に近づけるように前記アキ
ュムレータ流量調節器を操作するものが、好適である。この装置は、前記排出作動油の圧
力及び前記アキュムレータ圧を検出するだけの簡素な構成で、前記下げ駆動時における前
記油圧アクチュエータの作動速度を目標速度に近づける制御を行うことが可能である。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３６】
　前記チャージ回路３０は、前記閉回路４内の圧力が予め定められた設定圧よりも低くな
った場合に当該閉回路に作動油を補充する。具体的には前記第１及び第２配管５，６のう
ちのいずれかにおける作動油の圧力が前記設定圧未満に低下した場合に、その配管に対し
て作動油の補給を行う。チャージ回路３０は、前記作動油の補給のための手段として、チ
ャージポンプ３２と、チャージ配管３４と、第１及び第２チェック弁３５，３６と、リリ
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ーフ弁３８と、を含む。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６８】
　前記油圧ポンプ２０Ａは、前記油圧ポンプ２０と同様に、前記油圧シリンダ１０Ａと閉
回路４Ａを構成するように当該油圧シリンダ１０Ａに接続され、前記補助油圧ポンプ２４
Ａは前記油圧シリンダ１０Ａの伸長時に前記閉回路４Ａへの作動油の補給を行う。具体的
に、前記閉回路４Ａは、前記閉回路４と同様、前記第１配管５、前記第２配管６、前記第
１及び第２リリーフ弁７，８にそれぞれ相当する第１配管５Ａ、第２配管６Ａ、第１及び
第２リリーフ弁７Ａ，８Ａを含む。また、前記チャージ回路３０は、前記チャージポンプ
３２の吐出口と前記第１及び第２配管５Ａ，６Ａとを接続するように途中で分岐するチャ
ージ配管３４Ａと、このチャージ配管３４Ａのうち前記第１配管５Ａ及び第２配管６Ａに
それぞれ分岐した部分に設けられる第１及び第２チェック弁３５Ａ，３６Ａを含む。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０２】
　前記油圧シリンダ１０Ｂは、図９に示される油圧シリンダ１０Ａと同様に、ロッド１６
が下を向く姿勢で配置され、当該ロッド１６の先端に負荷２Ｂが連結されている。従って
、油圧シリンダ１０Ｂは、その収縮により前記負荷２Ｂをその自重に抗して上昇させ、そ
の収縮により前記負荷２Ｂをその自重の向きに下降させる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０３】
　前記コントロールバルブ９０は、３位置油圧切換弁からなり、中立位置と上げ駆動位置
と下げ駆動位置とを有する。コントロールバルブ９０は、前記中立位置では油圧ポンプ２
０Ｂと油圧シリンダ１０Ｂとの間を遮断し、前記上げ駆動位置では、油圧ポンプ２０Ｂが
吐出する作動油を第１配管５Ｂを通じて油圧シリンダ１０Ｂのロッド側室１８に供給して
当該油圧シリンダ１０Ｂを収縮させるとともに当該油圧シリンダ１０Ｂのへッド側室１７
から第２配管６Ｂに排出される作動油をタンクに導き、前記下げ駆動位置では、油圧ポン
プ２０Ｂが吐出する作動油を第２配管６Ｂを通じて油圧シリンダ１０Ｂのへッド側室１８
に供給して当該油圧シリンダ１０Ｂを伸長させるとともに当該油圧シリンダ１０Ｂのロッ
ド側室１７から第１配管５Ｂに排出される作動油をタンクに導く。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０５】
　本発明では、上述した油圧回路に別の回路がさらに付加されることを除外しない。その
例を第７の実施の形態として図１１に示す。この図１１に示す装置は、前記図６に示され
る閉回路４及び閉回路４Ａに加えて閉回路４Ｃを備える。この閉回路４Ｃは、閉回路４Ａ
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における油圧ポンプ２０Ａ，２４Ａ及び油圧シリンダ１０Ａと同様の油圧ポンプ２０Ｃ，
２４Ｃ及び油圧シリンダ１０Ｃを含み、当該油圧ポンプ２０Ｃ，２４Ｃが前記油圧ポンプ
２０，２４，２０Ａ及び２４Ａと共通の駆動源２６に連結されている。
【手続補正７】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項３】
　請求項２記載の油圧駆動装置であって、前記下げ方向に作動する油圧アクチュエータか
ら排出される排出作動油の圧力である排出圧を検出する排出圧検出器と、前記アキュムレ
ータに導入される作動油の圧力であるアキュムレータ圧を検出するアキュムレータ圧検出
器と、をさらに備え、前記速度制御部は、前記排出圧と前記アキュムレータ圧との差によ
り求められる前記アキュムレータ導入流量を前記目標導入流量に近づけるように前記アキ
ュムレータ流量調節器を操作する、油圧駆動装置。
【手続補正８】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図４
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図４】

【手続補正９】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図６
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図６】

【手続補正１０】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図９
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図９】

【手続補正１１】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１１
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【図１１】
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